
























































































































学習者 A B c
母語 韓国語 広東語 イタリア語
年齢 20代前半 20 代前半 20 代前半
性別 男性 女性 男性
日本語 レベル レベル 8 (上級) レベル 7- 8 上級) レベル 5 (中級)
日本語学習歴 韓国 :大学 4 年 香港 :5 年 イタリア ‥3 年
日本 ‥6 ケ月 日本 ‥1 年 日本 :3 ケ月
日本語能力試験 1級 1 級 4証











































マー ク型 調整 型
形 式
1■ 聞 き返 し 1, 理解促 進
2◆ 支援要請 2● 支援 実行
内 容 1■ 内容理解確認 1◆ 内容確認応答
2■ 明確化 要求 2◆ 明確 化
3◆ 根拠提 示要求 3■ 根拠 提示
4● 話 し合 い促 進 4● 意 見表明






















相手の不理解 を表明する ｢聞き返 し｣ を受けて､ 自分の発話を調整することで ､ 相
手の理解を図るもの○
2 支援実行





i'i.v.; .,""H.'-" ÷÷㍉､廃 藩 ÷ 誉 八三:
一丁
1◆内容理解 相 手 の発話 内容 に関 し､ 語粂 レベ ルの意味 を確 認す るのではな く､ 相 手 が伝 えた い
確 認 ことにつ いて 自分の理解 が正 しいか ど うか､ 相 手 に確認 を求 め る○
2●明確化要求
相 手の発話 か ら発生 した質問や疑 問で ある0 相 手の発話 に関 して､ ① 意 図がわか ら
ない､ ②興 味を感 じ､ もつ と知 りた くなる､ ③ 自分の理解 ､ 予想 した こ とと異 なつ
ー た場合 に､ 相 手にそ の説 明を要求す る0 場合 に よって は､ 自分 の解釈 を加 え る形で
ク
型
行 われ るこ とがあ る○
3●根 拠提示 相 手の考 えの根拠 を知 りたい場合 ､ また､ 相手 の考 えが納得 で きな い場合 ､ 考 えの
要 求 根拠 や理 由付 けの提示 を求め る0
4●意 見表明
自分や他者 のテーマ､ 発話 ､ 考 えに関 して ､ 自分の考 え I 立場 ●経験 な どを表明す
る○ 相手 と異 なる考 え､ 立場 を述べ る場合 もある○
表5　調整型｢内容調整行動｣




1■内容確認 ｢内容理 解確認｣ に応 じて､ 応 答す る もの0 ｢うん0 ｣ と答 える場 合 もあれ ば､ 説
応答 明 した り､ 補足 した りす る場合 もある0
2●明確化
相手 の ｢明確 化要 求｣ を受 けて､ 自分 の発 話の意 図を さらに説 明 した り､ 再考 し､
自分 の伝 えたい こ とが明確 に相 手 に伝 わる よ うに試 みる0
3●根拠提示
相手 の ｢根 拠提示要 求｣ を受 けて､ なぜ 自分がそ のよ うに考 えた のか とい う理 由を
考 えた り､ 相 手 を納得 させ るよ うに根拠 を考 えた りして､ 自分 な りの根 拠､ 理 由付
けを提示 す る0
4◆意見表 明
自分や他者 の考 えに関 して､ 自分 の考 え､ 立場 ､ 経験 といった意 見 を表 明す る0 相



















活動 回数 四 五 計 也 五 計 四 五 計
聞 き返 し 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 3 6
支援要請 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 7 0 0 10















活 動回数 四 五 計 四 五 計 匹ー 五 計
理 解促進 2 0 2 1 1 6 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 4
支援 実行 1 0 3 0 0 4 3 0 4 0 0 7 0 0 0 0 0 0



















内 容 調 整 行 動 A B
活 動 回数 一 回 二 回 三 回 四 回 五 回 計 一 回 二 回 三 回 四 回 五 回 計
内 容 理 解 確 認 0 1 2 5 8 16 0 0 4 3 1 8
明確 化 要 求 2 0 1 3 4 10 0 3 蝣1 3 蝣1 10
根 拠 提 示 要 求 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3
意 見表 明 0 1 1 0 蝣1 4 0 0 2 0 3 5










内 容調整行 動 C
活 動回数 一 回 二回 三 回 四回 五 回 計
内容理解応 答 0 2 5 l l 5 2 3
明確化 1 0 4 1 0 2 2 1 3 5 9
根 拠提示 0 3 3 3 7 16
意 見表 明 0 0 6 2 1 9












































会 話 デ ー タ 1 (D は筆 者 の こ と を示 す )
ll D : 食 べ 方 は ど う違 っ て い る ? 明確 化 要 求
12
C : あ んー あ ん ､ イ タ リア で は ､ うん ー あ の ー 昼 ご飯 も晩 ご飯 も､ あの ー ●家 族
明確 化
支 援 要 請
とか 友 達 と一 緒 に ､ 本 当 に ゆ っ く り､ 食 べ て ､ い ろ い ろ な 話 を して ､ あ の ー
i �"' 蝣 :�"蝣�". . �".一�"- ;;;-:ij?
13 D ‥/ 時 間 ? 支 援 実 行
14 B ‥/ / うん ､ 時 間○ 支 援 実 行
15
C ‥時 間 で す○ あ の 一 家 族 で も､ あ のー み ん な ( * * ) 集 ま る と ､ あ の 一 家 族 の
明 確 化















































































ネクストプニー,J.V. (1997) ｢プロセスとしての習得研究｣ 『阪大日本語研究』 9　pp.卜15　大阪大学
文学部
野元弘幸(1996) ｢機能主義的な日本語教育の批判的検討- ｢日本語教育の政治学｣試論-｣ 『埼玉大
学紀要　教育学部(教育科学Ⅱ)』第45巻第1号　pp.89-97　埼玉大学教育学部
柴田幸子(2003) ｢地域の日本語教育活動｣岡崎洋三･西口光一･山田泉編著『人間主義の日本語教育』
pp.110-125　凡人社
田中望(1996) ｢地域社会における日本語教育｣鎌田修･山内博編『日本語教育･異文化間コミュニケ
ーション一教室､ホームステイ､地域を結ぶもの-』 pp.23-37　(財)北海道国際交流センター
凡人社
鄭恵允(1997) ｢ ｢接触場面｣における日本語の唆昧性に関する考察-日本語教育-の｢接触場面｣概
念の導入-向けて1 『人文科教育研究』 24号　pp.53-63　人文科教育学会
